
様式７

令和３年度＜先導型＞

＜課題認識と事業実施の目的＞

現状では、新耐震基準の住宅ストックの85％にあたる3,450万戸が省エネ基準未達成であり、長期優良住宅認定住宅に占める増改築の割合も0.08％にとどまっている。 2050年カーボン

ニュートラルの実現に向け、長寿命でライフサイクルCO2排出量が少ない優良な既存住宅ストックの資産価値が適正に評価され、性能向上リフォームや維持管理の実施にインセンティブが働く

仕組みの構築を目的とする。

＜開発する仕組みの概要＞

【1】性能向上リフォームで長期優良住宅の認定基準を満たした住宅を性能向上プレミアム住宅として認定し品質を可視化する。また、維持保全は劣化対策等級3対応を標準とし、安心R住宅とし

て広く流通し長く住み継がれる住宅ストックを形成する。 【2】ハード価値とソフト価値による「住生活の質」を基準にして住宅資産価値を評価することで、維持保全への自発的な動機付けを図る。

【3】金融機関との連携や補助金の活用で高齢者特有の資金面の障害を解消する。 【4】 仕組みのブランドイメージを「性能向上SDGｓリフォーム」とし、全国8拠点で、各地域に根ざしたブランド

展開を行う。会員リフォーム会社に対しては説明会やホームページ等による情報提供を行うとともに、各種マニュアルやナレッジデータベースを整備する
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取組概要

＜仕組みのスキーム＞

長寿命でライフサイクルCO2排出量が少ない優良な既存住宅ストックの資産価値が

適正に評価され、性能向上リフォームや維持管理の実施にインセンティブが働く仕組み

提案する仕組みの全体像

＜仕組みの流れと各構成員等の役割＞
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■課題を踏まえた事業の目的

上記の課題を達成するため、本事業では長寿命でライフサイクルCO2排出量が少ない優良な既存住宅の資産価値が適正に評価され、性能向上リフォームや維持管理の実施にインセンティブが働

く、以下の仕組みを構築し、実行する。

【1】住宅の維持保全・性能の向上

ハード、ソフト両面の仕掛けにより性能向上と維持保全を実現する（右図）

【2】住宅の資産価値の適正評価

ハード価値による資産価値評価（価格査定マニュアル）に加え、安心、楽しい、前向きで活動的

になった等の住生活の質に関する評価（ソフト価値）を加味して評価し、維持管理への自発的

な動機づけを行う。結果として、建物の劣化が抑えられ売却時の割増価格が期待できる。

【3】金融・流通商品開発

高齢住宅所有者でも利用できる金融商品と、金融商品を補完するための補助金支援サービスを

パッケージ化して、高齢者特有のリフォーム資金面の障害を解消する。

【4】住宅ブランド化・情報提供システム等

「長寿命でライフサイクルCO2排出量が少ない住宅ストックの普及」を開発する仕組みのUSP

（独自価値）と位置づけ、性能向上プレミアム住宅のブランドイメージを「性能向上SDGｓリフォ

ーム」とする。情報提供については、全国8拠点で各地域に根ざしたブランド展開を行う。

一方、会員リフォーム会社に対しては説明会やホームページ等を通じた情報提供を行うとともに、

各種マニュアルやナレッジデータベースを整備する。
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■取組みを行うに至った現状の課題認識

わが国の住宅ストックの現状及び本事業で達成すべき課題は以下の通りである。

【1】現状 右図参照

・新耐震基準の住宅ストック4,050万戸の85％にあたる3,450万戸が省エネ基準未達

・長期優良住宅認定に占める増改築の割合は0.08％

【2】達成すべき課題

2050年カーボンニュートラルの実現に向け、

①既存住宅の性能向上リフォームを普及させ、省エネ基準を満たす住宅を増加させる

②劣化対策等級３（75～90年程度）に対応する外皮メンテナンス計画を標準化する
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開発する仕組みの流れ

JERCO安心R住宅普及促進協議会
性能向上SDGsリフォームによる安心R住宅の普及推進プロジェクト 説明資料

■開発する仕組みの流れ

【1】ワンストップ対応 右図参照

性能向上リフォームの入口（ニーズの顕在化）から出口（売却支援）までワンス

トップで対応する。

【2】ターゲットは、高齢住宅所有者向けの性能向上リフォーム市場

■各構成員の役割 左図参照

【1】中核は（一社）日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）

JERCOは住宅リフォーム事業者登録制度の登録団体として、わが国の既存

住宅ストックを良質で寿命の長い住宅とするために性能向上リフォームに取

り組み、性能向上インスペクション基準や性能向上リフォームガイドラインを

作成してきた。また、既存住宅の流通を促進するために特定既存住宅情報

提供事業者登録制度の登録団体として安心Ｒ住宅制度の普及にも取り組ん

でいる。当協議会はJERCOにおける性能向上リフォームのエキスパート集

団を中心に金融機関等を加えて組成したものである。

【2】全国8拠点 400社の会員リフォーム会社による地域ブランド展開

当会の強みである全国8拠点（札幌、仙台、東京、名古屋、大阪、広島、福岡、

沖縄）において、自治体、金融機関、建材メーカー・商社、不動産会社等の地

域のステークホルダーと連携して、地域に根ざしたブランド展開を行う。

わが国の住宅ストックのボリュー

ムゾーン（推定約2，000万戸）で

ありながら、参入には様々な障壁

があり、これまで競合他社がアプ

ローチしてこなかった高齢住宅所

有者向けの性能向上リフォーム市

場を主ターゲットとする。
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期待される効果
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【３】リフォーム業界のDXの促進
工事監理システムの活用等により、
リフォーム業界のDX（デジタルトラ
ンスフォーメーション）が促進され、
生産性の向上に加えて、業務の非対
面化による新型コロナの感染予防が
期待できる。

■開発された仕組みによって解決される課題

【1】省エネ基準を達成した住宅ストックの増加

2050年カーボンニュートラルの実現に向け、長寿命でライフサ

イクルCO2排出量が少ない優良な住宅ストックが増加する。

【２】 カーボンニュートラルの推進
性能向上プレミアム住宅の普及は、
2050年カーボンニュートラルに寄
与するほか、国が策定した「SDGs
アクションプラン」の推進につなが
る。達成可能な指針は左図の通り。

■取り組みの効果

【1】良質な住宅が適正に評価され性能向上リフォームや維持

管理の実施にインセンティブが働くリフォーム市場の実現

【2】既存住宅流通の増加

数少ないリフォームによる長期優良住宅認定を具備し、劣化対

策等級３にも対応した安心R住宅の普及により、既存住宅市場

が活性化する。

業務の非対面化

■市場への普及等の見込み

性能向上プレミアム住宅に関する、会員リフォーム会社の意向調査では、「経営課題の解決

に役に立つ」が97.9％ 「すぐに取り組みたい」及び「1年以内に取り組みたい」が80.9％

に達しており、高い需要が認められることから、早期の市場への普及が見込まれる。


	JERCO安心R住宅普及促進協議会�性能向上SDGsリフォームによる安心R住宅の普及推進プロジェクト　の概要
	JERCO安心R住宅普及促進協議会�性能向上SDGsリフォームによる安心R住宅の普及推進プロジェクト　説明資料
	JERCO安心R住宅普及促進協議会�性能向上SDGsリフォームによる安心R住宅の普及推進プロジェクト　説明資料
	JERCO安心R住宅普及促進協議会�性能向上SDGsリフォームによる安心R住宅の普及推進プロジェクト　説明資料

